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歳
入（
市
の
収
入
）は
、
平
成
24
年
度

と
比
べ
て
全
体
で
約
８
億
円
増
加
。
主

な
要
因
と
し
て
は
、
固
定
資
産
税
が
増

え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
市
税
が
約
３
億

円
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
が
約
２
億
円
減
っ
た
も
の
の
、
県

か
ら
の
支
出
金
が
約
４
億
円
増
え
ま
し
た
。

　

歳
出（
市
の
支
出
）は
、
平
成
24
年
度

と
比
べ
て
全
体
で
約
５
億
円
増
加
。
主

な
要
因
と
し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
整

備
へ
の
助
成
な
ど
で
約
４
億
円
増
加
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
基
金

を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
市
民
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

に
「
総
合
文
化
施
設
整
備
基
金
」
を
、

総
合
運
動
公
園
野
球
場
の
整
備
に
「
総

合
運
動
施
設
整
備
基
金
」
を
活
用
し
ま

し
た
。

　

道
路
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
た
お

金
の
残
高
は
５
年
連
続
で
減
少
。
平
成

27
年
度
末
ま
で
に
す
べ
て
の
会
計
に
お

け
る
市
債
残
高
の
合
計
を
平
成
22
年
度

末
か
ら
約
６
・
９
％
、
金
額
で
約
69
億

円
減
ら
す
と
い
う
目
標
を
、
２
年
前
倒

し
で
達
成
し
ま
し
た
。

藤
枝
市
の
家
計
簿

〜
選
ば
れ
る
ま
ち
藤
枝
づ
く
り
〜

平
成
25
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

は
、
よ
り
良
い
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
活
用
し
ま
し
た
。
税
金
の
使
い
道
な
ど
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
２
回
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
25
年
度
決
算
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
財
政
課　

☎
６
４
３
・
３
２
３
４

平成25年度
決算報告

〈財政用語解説〉

市税や市の施設の使用
料など、市が独自で調
達できるお金

…………………………………………
【市税】市民税や固定資産税など、市
民の皆さんが納めた税金 

【諸収入】貸付金の元利収入など
【繰越金】前年度から本年度に繰り越
されたお金

【繰入金】各種基金から特定の事業の
ために取り崩したお金

【その他】公共施設の使用料、各種手
数料、財産収入、寄附金など

地方交付税や国・県支
出金など、国や県から
市に入ってくるお金

…………………………………………
【地方交付税】地方の財政格差をなく
し、公平な公共サービスを提供す
るため、国から交付されるお金

【国庫支出金・県支出金】市の特定の
事業に対し、財源の一部として国
や県が支出するお金

【市債】道路や公共施設を整備するた
めに、国や銀行から長期にわたっ
て借り入れるお金

【地方消費税交付金】消費税５％のう
ち１％が地方消費税で、一定の基
準により国から配分されるお金

【その他】地方譲与税、地方特例交付
金、自動車取得税交付金など

自主財源

依存財源

歳 入

【民生費】高齢者福祉や障害福祉、児
童福祉などの経費

【公債費】市の借金などの返済経費
【総務費】総務管理や企画・税務事務
などの経費

【衛生費】ごみ、し尿処理、予防接種、
健康診断などの経費

【土木費】道路や公園の施設整備・維
持管理などの経費

【教育費】学校や公民館などの改築・
維持管理などの経費

【労働費】労働対策などの経費
【消防費】消火・救急活動などの経費
【農林水産業費】農林業の振興などの
経費

【その他】議会費、商工費、諸支出金、
災害復旧費など

歳 出
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平
成
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年
度
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り

約
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円
増
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出
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、
平
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24
年
度
よ
り

約
５
億
円
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効
果
的
な
事
業
展
開
に
向
け
、

基
金（
貯
金
）を
活
用

合
併
以
降
、
市
債（
借
金
）残
高

は
５
年
連
続
で
減
少

 自主財源
　

約
6

3
％

依
存

財
源

　
約

37％

その他

繰入金

 11億2,699万円

   7億7,682万円

国庫支出金

県支出金

 41億2,653万円

 31億1,826万円

 45億5,811万円
地方交付税

地方消費税交付金
 13億3,741万円
市債
 27億8,590万円

その他 10億0,957万円

427億
7,995万円

諸収入 34億2,087万円
繰越金 27億0,950万円

民生費 126億3,078万円

その他 10億1,219万円

公債費  57億1,067万円

土木費
 41億7,780万円

総務費 55億9,847万円

衛生費
 50億7,573万円

農林水産業費   9億4,163万円消防費
 13億2,363万円

労働費
 27億5,913万円

教育費
 35億4,992万円

市税
207億6,624万円

457億
3,620万円
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その他の基金

財政調整基金
財源に余裕がある年度に積
み立て、財源が不足する年
度に活用します。

減債基金
市債の繰り上げ償還などの
ために積み立てているもの
です。

一般会計
特別会計・企業会計
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平成25年度
決算報告国民健康保険や介護保険といった制度に伴う事業や、公共下水道および農山村

地域の生活排水処理などの特定の事業を行うための会計です。

公営企業会計決算額
市では病院事業と水道事業で、民間企業に準じた会計の方法を採っています。
事業収支が収益状況を表し、この差し引きがいわゆる黒字・赤字といわれます。
資本的収支とは、収益以外の収入と支出のことで、施設の整備や借入金の返済
などです。

特別会計
収入額

備　考
支出額

国民健康保険事業
146億4,987万円

医療費の支払いなど
146億 497万円

簡易水道事業
3,163万円 岡部地区の水道タンクの遠隔監視装置

の改修など3,163万円 

土地取得
4,110万円 岡部宿内野本陣用地の一般会計への売

り払いなど4,110万円 

公共下水道事業
30億3,455万円

浄化センターの施設整備など
30億3,260万円

駐車場事業
2,720万円

駅前駐車場の維持管理費など
2,368万円 

農業集落排水事業
8,474万円 

農山村地域の施設の維持管理費など
8,474万円 

介護保険
95億2,791万円

被保険者へのサービス実施など
95億 798万円

後期高齢者医療
13億4,322万円 

広域連合への保険料の支払いなど
13億4,136万円 

 病院事業会計
区　分 決算額 備　考

病院事業収益 141億6,970万円 診療に必要な医師や看護師などの人件
費、薬の購入費など病院事業費用 140億8,375万円

資本的収入 10億8,919万円 救急センターの建設、医療機器の購入
や借入金の返済など資本的支出 16億8,492万円

 水道事業会計
区　分 決算額 備　考

水道事業収益 23億3,981万円 上水道供給のための施設維持管理の経
費など水道事業費用 21億 311万円

資本的収入 4億 537万円
水道管の耐震化工事や借入金の返済など

資本的支出 11億8,786万円

市のすべての会計の赤字や黒字を合算し、市
全体の財政運営の悪化の度合いを示すものです。
本市は全会計で黒字であるため、該当しません。

 ②連結実質赤字比率→３年間赤字なし

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
を

行
う
「
特
別
会
計
」
と
、
独
立
採
算
が
原
則
で
自
ら
の
収
入

だ
け
で
経
理
を
賄
う
「
公
営
企
業
会
計
」
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
を
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
判
断

す
る
５
つ
の
指
標
で
み
る
と
、
い
ず
れ
の
項
目
も
早
期
に
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な
状
態
で
す
。

直
近
３
年
間
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計決算額
一般会計に土地取得特別会計を加えた普通会
計の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化
の度合いを示すものです。
本市は両会計で黒字であるため、該当しません。

 ①実質赤字比率→３年間赤字なし
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借入金の返済にかかる負担の重さを示す指標
で、市のすべての会計と一部事務組合（志太
広域事務組合など）が対象範囲となります。
本市は、24年度（12.8％）と比較すると、0.5
ポイント改善され、12.3％となりました。
改善の主な要因は、水守土地区画整理の事業
費の減などにより、都市計画税などの特定財
源を借入金の返済に充当したためです。

 ③実質公債費比率→0.5ポイント改善
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健全段階10.0

市のすべての会計の借入金や将来払っていく
可能性のある負担などを、現時点で指標化し、
財政への圧迫度を表すものです。
本市は、24年度（70.3％）に比較すると、16.7
ポイント改善され、53.6％となりました。
改善の主な要因は、市債の残高が減少したこ
とや財政調整基金の新規積立により、充当財
源が増加したことが挙げられます。

 ④将来負担比率→16.7ポイント改善
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公営企業会計と簡易水道・公共下水道・農業
集落排水事業の３つの特別会計の資金不足額
の事業規模に対する比率で、経営状況の悪化
の度合いを示すものです。
本市は、すべての会計で該当ありません。

 ⑤資金不足比率→３年間資金不足なし
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